
　
増
補
改
訂
版
の
刊
行
に
あ
た
り

　
10
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
図
解
日
本
音
楽
史
』
に
、
最
新
の
日
本
音
楽
に
関
す
る
研
究
成
果
を
反
映
、
加

筆
（「
能
の
所
作
」）
す
る
と
と
も
に
、
新
し
く
第
十
四
章
「
沖
縄
音
楽
」
と
第
十
五
章
「
近
代
（
明
治
、
大
正
、

昭
和
）
の
音
楽
」
の
項
を
設
け
た
の
が
、
本
書
『
図
解
日
本
音
楽
史
　
増
補
改
訂
版
』
で
す
。

　
以
下
に
10
年
前
に
出
し
た
旧
『
図
解
日
本
音
楽
史
』
の
「
は
じ
め
に
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
書
の
意

図
は
そ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
『
増
補
改
訂
版
』
に
よ
っ
て
、
日
本
の
古
代
か
ら
近
代
ま
で

の
音
楽
史
の
全
容
を
、
専
門
外
の
方
に
も
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
を
日
本
音
楽
の
世
界
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
、
山
口
修
大
阪
大
学
名
誉
教
授

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
昨
今
は
邦
楽
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
、
日
本
音
楽
（
邦
楽
）
に
興
味
を
も
つ
人
々
が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
日
本
音
楽
の
入
門
者
を
対
象
に
、
全
体
像
を
短
時
間
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
纂
し
た
も

の
で
す
。

　
ひ
と
く
ち
に
日
本
音
楽
と
い
っ
て
も
、
そ
の
領
域
は
千
数
百
年
の
歴
史
を
経
た
古
典
音
楽
か
ら
現
代
邦
楽
ま

で
と
広
く
、
ま
た
各
種
目
の
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
完
成
さ
れ
現
在
に
伝
承
さ
れ
る
膨
大
な
音
楽
世
界
の
集
積
な

の
で
す
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
完
全
に
独
立
し
て
種
目
が
成
立
し
た
の
で
な
く
、
永
い
歴
史
の
な
か
で
相
互
に

関
連
し
、
影
響
し
あ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
絡
み
あ
っ
た
糸
の
よ
う
に
き
わ
め
て

複
雑
で
、
多
岐
に
わ
た
る
世
界
で
す
。

　
そ
の
た
め
邦
楽
や
日
本
音
楽
の
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
特
定
の
音
楽
種
目
や
、
そ
の
関
連
事
項
に
範
囲
を
限
定

し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
音
楽
の
歴
史
や
種
目
の
全
容
を
著
し
た
出
版
物
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
、
分
厚
い
学
術
専
門
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
専
門
的
に
研
究
し
よ

う
と
す
る
人
な
ら
と
も
か
く
、
ま
っ
た
く
の
入
門
者
が
、
短
時
間
で
概
要
を
把
握
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
筆
者
は
日
本
音
楽
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
少
し
前
に
は
、
仕
事
の
関
係
で
専
門
外
で
あ
っ
た

日
本
音
楽
の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
、
読
者
の
皆
様
と
お
な
じ
入
門
者
の
ひ
と
り
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
同
じ
入
門
者
に
対
し
て
、
膨
大
な
著
作
に
目
を
通
す
よ
う
な
回
り
道
を
せ
ず
に
、
必
要
な
知

識
を
比
較
的
短
時
間
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
入
門
書
を
出
版
し
よ
う
と
企
画
し
た
次
第
で
す
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
ず
音
楽
種
目
ご
と
に
必
要
な
項
目
を
、
す
べ
て
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
完
結
す

る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
読
む
側
か
ら
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
必
要
項
目
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
「
で
き
る
だ
け
短
い
表
現
で
わ
か
り
や
す
く
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
レ
ジ
ュ
メ
を
ノ
ー
ト
す
る
ス

タ
イ
ル
で
図
版
化
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
各
項
目
間
の
関
連
や
影
響
の
関
係
な

ど
が
、
矢
印
や
線
一
本
で
説
明
可
能
と
な
り
、
文
章
が
大
幅
に
簡
略
化
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
分
、
誌
面
が
圧
縮
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
記
述
の
領
域
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。「
浅
く
」
は
あ
る
が
「
広

い
」
分
野
ま
で
網
羅
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
見
逃
さ
れ
が
ち
な
「
詩
吟
」
や
「
民

謡
」
も
日
本
音
楽
の
一
種
目
と
し
て
載
せ
る
な
ど
、
各
種
目
の
成
立
に
多
少
な
り
と
も
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の

は
、
で
き
る
だ
け
網
羅
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
読
者
の
多
く
が
常
用
漢
字
世
代
で
あ
る
と
想
定
し
、
永
い
歴
史
を
も
つ
日
本
音
楽
特
有
の
旧
仮
名
遣

い
の
表
記
や
、
い
く
つ
も
の
呼
び
方
の
あ
る
種
目
名
・
曲
名
・
楽
器
名
・
音
楽
用
語
な
ど
は
、
特
殊
な
も
の
を

除
き
筆
者
の
判
断
で
、
よ
り
一
般
的
と
思
わ
れ
る
も
の
に
統
一
し
て
あ
り
ま
す
。

　
本
書
は
あ
く
ま
で
入
門
者
の
た
め
、
日
本
音
楽
全
容
を
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
道
標
と
し
て
編
纂
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
読
む
」
と
い
う
よ
り
「
見
る
」
本
、
事
典
の
よ
う
に
随
時
必
要
に
応
じ
て
活
用
で
き
る

本
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
読
者
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

田
中
健
次
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梵
・
漢
・
和
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
─
─
本
声
明
と
雑
声
明
　
72

　
大
衆
化
と
は
ジ
ャ
パ
ナ
イ
ズ
─
─
声
明
の
日
本
化
　
74

　
声
明
な
し
に
成
立
し
な
い
仏
教
儀
式
─
─
法
会
と
法
要
　
76

　
千
二
百
年
の
伝
承
を
支
え
た
博
士
─
─
声
明
の
音
楽
構
造
　
78

　
免
許
皆
伝
ま
で
ざ
っ
と
三
十
年
─
─
声
明
の
唱
法
　
80

　
教
義
讃
歌
か
ら
葬
儀
歌
へ
─
─
声
明
の
歴
史
　
82

　
仏
教
音
楽
な
く
し
て
邦
楽
な
し
─
─
声
明
と
仏
教
音
楽
　
84

第
四
章　

能
楽

　
切
っ
て
も
切
れ
な
い
…
…
─
─
能
と
狂
言
　
88

　
コ
ラ
ボ
で
磨
き
あ
げ
た
生
成
過
程
─
─
能
と
狂
言
　
90

　
父
子
鷹
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
─
─
観
阿
弥
と
世
阿
弥
　
92

　
幽
玄
美
の
追
求
─
─
夢
幻
能
と
序
破
急
　
94

　
将
軍
家
御
用
達
─
─
能
の
歴
史
　
96

　
能
の
見
物
は
一
日
が
か
り
─
─
「
Ｏ
Ｈ
！
　
Ｎ
Ｏ
Ｈ
！
」　
98

　
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ど
う
ぞ
─
─
上
演
方
式
の
省
略
形
　
100

　
七
百
年
の
伝
統
を
持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
─
─
役
柄
　
シ
テ
と
ワ
キ
　
102

　
幕
の
な
い
舞
台
─
─
能
舞
台
　
104

　
能
面
が
泣
い
て
い
る
─
─
不
思
議
な
表
情
　
106

　
装
束
と
着
こ
な
し
、
そ
れ
自
体
が
ア
ー
ト
─
─
能
の
装
束
　
108

　
難
解
な
能
の
「
舞
」
の
概
念
─
─
能
の
所
作
　
110

　
空
気
を
切
り
裂
く
掛
声
─
─
能
の
音
楽
構
造
　
112

　
所
作
同
様
に
お
さ
え
た
旋
律
─
─
謡
曲
　
114

　
中
世
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
─
─
囃
子
　
116

　
片
頰
の
笑
い
─
─
狂
言
と
は
　
118

　
セ
リ
フ
だ
け
で
な
く
音
楽
が
…
…
─
─
狂
言
の
音
楽
　
120

　
卓
越
し
た
造
形
─
─
狂
言
の
面
・
装
束
　
122

　〈
番
外
編
〉ロ
ー
カ
ル
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
─
─
地
方
に
遺
る
能
・
狂
言
　
124

　
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
─
─
芸
論
を
超
え
た
名
句
　
126

❖
能
か
ら
派
生
し
た
用
語
　
127

第
五
章　

琵
琶
楽
・
詩
吟

　
世
界
の
弦
楽
器
は
み
な
兄
弟
─
─
琵
琶
の
ル
ー
ツ
　
130

　
語
り
物
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
琵
琶
法
師
─
─
琵
琶
楽
の
流
れ
　
132

　
語
り
が
先
、
物
語
は
後
─
─
平
曲
と
は
　
134

　
ス
ト
ー
リ
ー
全
部
を
丸
暗
記
？
─
─
平
曲
の
構
成
　
136

　
士
気
鼓
舞
目
的
の
歌
─
─
近
現
代
琵
琶
の
系
譜
　
138

　
変
化
を
重
ね
る
琵
琶
楽
─
─
琵
琶
楽
の
歴
史
　
140

　
詩
吟
か
、
吟
詠
か
─
─
詩
吟
　
142

　
絶
句
と
い
っ
て
も
…
…
─
─
漢
詩
と
は
　
144

第
六
章　

尺
八
楽

　
尺
八
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
─
─
尺
八
の
ル
ー
ツ
　
148

　
伝
説
だ
ら
け
の
尺
八
─
─
日
本
の
尺
八
　
150

　
増
補
改
訂
版
の
刊
行
に
あ
た
り
　

1

　
は
じ
め
に
　

2

第
一
章　

日
本
音
楽
の
あ
ら
ま
し

　
膨
大
な
種
目
の
集
合
体
─
─
日
本
音
楽
と
は
何
か
　
10

　
時
代
で
変
わ
る
定
義
─
─
日
本
音
楽
と
邦
楽
の
違
い
　
12

　
受
容
層
が
つ
く
っ
た
音
楽
世
界
─
─
日
本
音
楽
の
分
類
　
14

　
日
本
音
楽
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
─
─
歌
い
物
と
語
り
物
　
16

　
悪
所
が
育
ん
だ
近
世
邦
楽
─
─
芸
能
と
日
本
音
楽
　
18

　
多
様
な
「
う
た
」
の
世
界
─
─
う
た
・
歌
・
唄
・
哥
…
…
　
20

　
専
門
用
語
に
化
け
た
日
常
語
─
─
邦
楽
固
有
の
用
語
　
22

　
ま
ぬ
け
を
き
ら
う
音
楽
─
─
音
楽
理
論
と
間
　
24

　
種
目
・
楽
器
・
流
派
で
異
な
る
楽
譜
─
─
日
本
音
楽
の
記
譜
法
　
26

　
師
匠
と
い
え
ば
親
も
同
然
…
…
─
─
流
派
と
家
元
　
28

第
二
章　

雅
楽

　
三
つ
ま
と
め
て
…
…
─
─
日
本
の
雅
楽
　
32

　
導
入
・
そ
し
て
日
本
化
─
─
雅
楽
は
マ
ル
チ
ボ
ッ
ク
ス
　
34

　
倭
の
ク
ニ
に
は
ウ
タ
と
マ
ヒ
が
…
…
─
─
日
本
の
古
代
音
楽
　
36

　
古
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
─
─
大
陸
よ
り
の
伝
来
音
楽
　
38

　
百
年
が
か
り
の
ジ
ャ
パ
ナ
イ
ズ
─
─
平
安
の
改
革
　
40

　
千
年
の
楽
舞
─
─
現
行
の
雅
楽
　
42

　
雅
楽
の
三
要
素
「
楽
・
舞
・
歌
」
─
─
厳
し
く
定
め
ら
れ
た
演
奏
形
態
　
44

　
見
て
は
な
ら
ぬ
、
見
せ
て
は
な
ら
ぬ
─
─
国
風
歌
舞
　
46

　
平
安
人
の
ト
レ
ン
デ
ィ
─
─
外
来
舞
楽
　
48

　
平
安
セ
レ
ブ
の
ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
─
─
管
絃
と
雅
楽
歌
謡
　
50

　
は
る
か
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
悠
久
の
響
き
─
─
雅
楽
器
と
種
目
　
52

　
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
コ
ス
プ
レ
─
─
面
と
装
束
　
54

　
奈
良
時
代
の
作
品
は
新
曲
─
─
雅
楽
の
音
楽
用
語
　
56

　
天
平
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
─
─
雅
楽
の
伝
承
法
　
58

　
創
立
千
三
百
周
年
の
音
楽
学
校
─
─
雅
楽
の
伝
習
機
関
　
60

　
声
明
と
雅
楽
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
─
─
宮
中
以
外
の
雅
楽
　
62

　
戦
争
と
は
「
応
仁
の
乱
」
の
こ
と
─
─
雅
楽
の
歴
史
　
64

　「
流
行
語
大
賞
」
が
あ
っ
た
な
ら
─
─
日
常
語
に
な
っ
た
雅
楽
の
言
葉
　
66

❖
雅
楽
用
語
が
語
源
の
日
用
語
　
67

第
三
章　

声
明

　
唐
・
天
竺
か
ら
大
和
へ
─
─
声
明
の
伝
来
　
70

目
次
図
解 

日
本
音
楽
史
　
増
補
改
訂
版

45



　
江
戸
の
怪
集
団
─
─
普
化
宗
と
虚
無
僧
　
152

　
味
噌
と
尺
八
─
─
普
化
伝
説
　
154

　
中
興
の
祖
、
黒
澤
琴
古
─
─
普
化
寺
と
尺
八
諸
流
　
156

　
華
麗
な
る
転
進
─
─
尺
八
の
新
世
界
　
158

　
時
代
で
ひ
ろ
が
る
尺
八
の
世
界
─
─
本
曲
と
外
曲
　
160

　
音
色
か
ら
奏
法
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
─
─
尺
八
の
奏
法
と
記
譜
　
162

　
最
も
古
く
、
最
も
新
し
い
楽
器
─
─
尺
八
の
歴
史
　
164

第
七
章　

箏
曲

　「
箏
」
に
琴
柱
あ
り
、「
琴
」
に
琴
柱
な
し
─
─
琴
・
箏
の
定
義
　
168

　
何
が
ナ
ニ
や
ら
…
…
─
─
箏
曲
の
複
雑
な
概
念
　
170

　
筑
紫
箏
の
変
容
と
八
橋
検
校
─
─
箏
曲
の
成
立
　
172

　
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
─
─
箏
曲
の
変
貌
　
174

　
箏
曲
ル
ネ
サ
ン
ス
─
─
近
世
箏
曲
の
曲
種
　
176

　
名
前
は
違
っ
て
も
生
田
の
流
れ
─
─
生
田
流
と
山
田
流
　
178

　
文
化
を
つ
な
ぐ
伝
承
者
た
ち
─
─
近
世
箏
曲
の
系
譜
　
180

　「
蛮
カ
ラ
」
よ
り
「
ハ
イ
カ
ラ
」
へ
─
─
近
・
現
代
の
箏
曲
　
182

　
江
戸
期
で
開
花
し
た
コ
ト
の
世
界
─
─
箏
と
箏
曲
の
歴
史
　
184

　
シ
ン
プ
ル
　
イ
ズ
　
ベ
ス
ト
─
─
そ
の
他
コ
ト
族
の
楽
器
　
186

第
八
章　

三
味
線
楽　
そ
の
１
・
発
生
と
地
歌

　
当
道
─
─
「
是こ
れ

、
吾
が
当
道
」　
190

　
江
戸
文
化
を
創
造
す
る
楽
器
─
─
複
雑
な
三
味
線
音
楽
　
192

　
三
味
線
と
鉄
砲
と
ザ
ビ
エ
ル
─
─
三
味
線
の
伝
来
　
194

　
ま
ず
は
地
歌
が
生
ま
れ
…
…
─
─
三
味
線
音
楽
の
分
流
　
196

　
千
変
万
化
の
世
界
─
─
地
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
　
198

　
二
人
三
脚
─
─
地
歌
と
箏
曲
の
融
合
　
200

　
入
り
乱
れ
る
流
派
─
─
地
歌
の
伝
承
系
統
　
202

　
音
色
も
、
命
運
も
哀
切
な
楽
器
─
─
胡
弓
　
204

　
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
─
─
三
曲
と
は
　
206

第
九
章　

三
味
線
楽　
そ
の
２
・
浄
瑠
璃

　
文
楽
じ
ゃ
な
い
？
─
─
浄
瑠
璃
の
構
造
　
210

　
語
り
物
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
─
─
人
形
浄
瑠
璃
誕
生
　
212

　
発
展
途
上
芸
能
？
─
─
古
浄
瑠
璃
　
214

　
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
カ
ー
─
─
竹
本
義
太
夫
　
216

　
江
戸
時
代
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
─
─
近
松
門
左
衛
門
の
演
出
　
218

　
べ
ん
べ
ん
、
義
太
夫
節
で
ご
ざ
〜
い
─
─
そ
の
様
式
と
特
徴
　
220

　
浄
瑠
璃
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
─
─
歌
浄
瑠
璃
の
誕
生
　
222

　
歌
浄
瑠
璃
の
一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
─
─
豊
後
節
系
　
224

　
義
太
夫
節
よ
、
お
ま
え
も
か
─
─
そ
の
後
の
浄
瑠
璃
　
226

　
身
の
毛
も
よ
だ
つ
、
怖
〜
い
物
語
─
─
説
経
節
　
228

第
十
章　

三
味
線
楽　
そ
の
３
・
歌
舞
伎

　
大
江
戸
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
─
─
歌
舞
伎
　
232

　
綯な
い

交ま

ぜ
、
つ
ま
り
ナ
ン
で
も
あ
り
─
─
歌
舞
伎
の
し
な
や
か
さ
　
234

　
そ
れ
は
慶
長
の
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
─
─
歌
舞
伎
の
生
成
　
236

　
三
位
一
体
の
妙
─
─
歌
舞
伎
の
音
楽
　
238

　
江
戸
時
代
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
─
─
長
唄
　
240

　
邦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
─
─
歌
舞
伎
舞
台
の
長
唄
　
242

　
使
え
る
も
の
な
ら
何
で
も
…
…
─
─
歌
舞
伎
の
な
か
の
浄
瑠
璃
　
244

　
音
も
無
く
降
る
雪
の
音
が
…
…
─
─
下
座
音
楽
　
246

　
歌
舞
伎
を
飛
び
出
し
た
長
唄
─
─
近
代
の
長
唄
　
248

　
江
戸
と
上
方
で
違
う
日
本
舞
踊
─
─
日
本
舞
踊
　
250

❖
歌
舞
伎
か
ら
派
生
し
た
日
常
語
（
１
）　
252

第
十
一
章　

三
味
線
楽　
そ
の
４
・
近
代
の
三
味
線
楽
─
─
歌
曲

　
幕
末
の
カ
ラ
オ
ケ
─
─
三
味
線
小
歌
曲
　
254

　
江
戸
情
緒
の
美
意
識
─
─
端
歌
・
う
た
沢
・
小
唄
　
256

　
脱
江
戸
趣
味
の
音
楽
運
動
─
─
三
味
線
音
楽
の
ひ
ろ
が
り
　
258

　
町
人
文
化
の
象
徴
─
─
三
味
線
音
楽
の
歴
史
　
260

❖
歌
舞
伎
か
ら
派
生
し
た
日
常
語
（
２
）　
262

第
十
二
章　

民
謡

　
カ
ン
ト
リ
ー
・
ソ
ン
グ
─
─
民
謡
と
は
　
264

　
な
に
を
す
る
に
も
ま
ず
歌
か
ら
─
─
日
本
の
ワ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
　
266

　
近
世
生
ま
れ
が
中
心
─
─
民
謡
の
音
楽
性
　
268

　
お
囃
子
と
掛
け
声
が
命
─
─
民
謡
の
伴
奏
　
270

　
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
現
象
─
─
民
謡
の
伝
播
　
272

　
佐
渡
お
け
さ
も
、
阿
波
踊
り
も
─
─
は
い
や
節
　
274

　
も
は
や
民
謡
と
は
い
え
な
い
─
─
江
差
追
分
　
276

　
ロ
ー
カ
ル
色
の
喪
失
─
─
盆
踊
唄
　
278

　
消
え
ゆ
く
運
命
─
─
わ
ら
べ
歌
と
子
守
歌
　
280

　「
民
謡
」
で
は
な
い
民
謡
─
─
新
民
謡
　
282

　
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
─
─
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
民
謡
　
284

　
ニ
ュ
ー
器
楽
─
─
こ
れ
か
ら
の
邦
楽
　
286

　
ウ
タ
は
神
代
の
昔
か
ら
─
─
民
謡
の
歴
史
　
288

第
十
三
章　

楽
器　
そ
の
構
造
と
用
法

　
風
土
で
生
ま
れ
か
わ
る
─
─
和
楽
器
　
292

　
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
が
大
き
な
違
い
─
─
三
味
線
の
さ
ま
ざ
ま
　
294

　
変
わ
ら
ぬ
構
造
、
大
き
く
変
わ
る
音
楽
─
─
箏
の
さ
ま
ざ
ま
　
296

　
種
目
で
変
わ
る
楽
器
─
─
琵
琶
の
い
ろ
い
ろ
　
298

　
一
尺
八
寸
と
は
限
ら
な
い
─
─
尺
八
の
さ
ま
ざ
ま
　
300

　
似
て
非
な
る
横
笛
、
ま
っ
た
く
違
う
縦
笛
─
─
笛
の
さ
ま
ざ
ま
　
302

　
平
安
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
─
─
打
ち
物
　
304

67
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第
一
章

日
本
音
楽
の
あ
ら
ま
し

第
十
四
章　

沖
縄
音
楽

　
歴
史
が
織
り
な
す
南
国
情
緒
─
─
沖
縄
音
楽
と
琉
球
芸
能
　
308

　
ウ
チ
ナ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
─
─
独
特
の
音
楽
構
造
　
310

　
琉
球
の
こ
こ
ろ
「
歌
三
線
」
─
─
古
典
芸
能
　
312

　
外
交
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
─
─
御
冠
船
踊
　
314

　
カ
マ
ジ
ー
小
屋
の
改
革
運
動
─
─
近
代
芸
能
　
316

　
島
唄
と
シ
マ
ウ
タ
─
─
琉
球
民
謡
　
318

　
捉
え
に
く
い
古
謡
の
姿
─
─
民
俗
芸
能
　
320

　
死
ん
だ
ら
神
様
よ
～
─
─
沖
縄
新
民
謡
と
島
唄
　
322

　
翻
弄
の
歴
史
、
沖
縄
─
─
琉
球
芸
能
の
歴
史
　
324

第
十
五
章　

近
代
の
音
楽

　
欧
風
化
の
嵐
─
─
伝
統
芸
能
の
苦
闘
　
328

　
未
知
と
の
遭
遇
─
─
軍
楽
隊
こ
と
は
じ
め
　
330

　
育
て
の
親
─
─
お
雇
い
外
国
人
た
ち
　
332

　
平
安
以
来
の
大
改
革
─
─
伶
人
の
洋
楽
修
業
　
334

　
当
分
こ
れ
を
欠
く
─
─
音
楽
取
調
掛
発
足
　
336

　
和
洋
折
衷
─
─
は
じ
ま
っ
た
唱
歌
教
育
　
338

　
ド
レ
ミ
が
定
着
─
─
唱
歌
か
ら
の
展
開
　
340

　
プ
ロ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
─
─
市
中
音
楽
隊
　
342

　
指
導
者
と
教
え
子
─
─
東
京
音
楽
学
校
　
344

　
音
楽
会
と
聴
衆
─
─
軍
楽
隊
は
強
か
っ
た
　
346

　
ト
ラ
イ
・
ア
ン
グ
ル
─
─
官
主
導
の
洋
楽
振
興
　
348

　
帝
劇
か
ら
浅
草
へ
─
─
オ
ペ
ラ
前
史
　
350

　
西
洋
歌
舞
伎
（
森
鷗
外
言
）
の
挑
戦
─
─
本
格
オ
ペ
ラ
へ
の
道
　
352

　
絶
え
ぬ
紛
糾
の
歴
史
─
─
民
間
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
354

　
カ
ナ
リ
ヤ
は
歌
っ
た
─
─
唱
歌
か
ら
童
謡
へ
　
356

　
唄
は
世
に
つ
れ
─
─
民
衆
歌
謡
　
358

　
近
代
の
ハ
イ
テ
ク
・
メ
デ
ィ
ア�

　
　
　
─
─
レ
コ
ー
ド
・
ラ
ジ
オ
・
ト
ー
キ
ー
映
画
　
360

　
焼
け
跡
に
虚
し
い
歓
喜
の
歌
声
─
─
戦
時
中
の
音
楽
界
　
362

　
戦
い
済
ん
で
日
が
暮
れ
て
─
─
終
戦
直
後
の
音
楽
事
情
　
364

　
異
文
化
大
革
命
─
─
洋
楽
受
容
の
歴
史
　
366

　
増
補
改
訂
版
あ
と
が
き
　
368

　
あ
と
が
き
　
370

　
参
考
文
献
　
373

　
索
　
引
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雅楽

能楽

当道音楽

歌浄瑠璃 三味線歌謡

浄瑠璃

仏教・僧徒音楽

近代器楽曲

歌舞伎音楽

歌い物

語り物

歌い物

渡来音楽

■日本音楽の全貌

踏　歌

管　弦

唐・俗楽 三韓楽

唐　楽 高麗楽

左方舞 右方舞御神楽
東　遊
倭　歌

古代祭祀舞楽 古代原始歌謡
歌　垣

催馬楽
朗　詠

法会雅楽

寺院歌謡

筑紫箏
普化尺八

盲僧琵琶

声　明
論　議

和　讃

講　式

祭　文

説　経

散　楽伎　楽

古代習俗芸能

雑　芸

曲　舞

幸若舞

大和猿楽・能

狂　言能

中世小歌

猿　楽

田楽・能

俗　謡

歌祭文

説経節

浪　曲

説経座

古浄瑠璃

義太夫節

寄席音曲

チョンガレ

説経祭文

俗　曲

哥　沢

端　唄

小　唄

箏　曲 地　歌

長　唄

三　曲

豊後節

清元節

新内節

宮薗節
荻江節

地歌箏曲

近世小歌

唄浄瑠璃

常磐津

黒御簾

近代尺八

薩摩琵琶

筑前琵琶 新邦楽

近代箏曲

現代邦楽

近代長唄

平　曲

外曲尺八

膨
大
な
種
目
の
集
合
体
―
日
本
音
楽
と
は
何
か

　
左
図
は
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
日
本
音
楽
種
目

を
、
系
統
と
時
代
を
軸
に
し
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
す
。
二
次

元
で
描
く
の
は
こ
れ
が
限
界
で
す
。
紙
面
の
関
係
で
文
字
が
読

み
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
に
一
覧
に
す
る
と

日
本
音
楽
の
成
立
背
景
や
生
成
経
緯
、
そ
し
て
そ
の
特
性
が
見

え
て
き
ま
す
。

　
特
性
の
第
一
は
種
目
数
の
膨
大
さ
で
す
。
音
楽
に
か
ぎ
ら
ず

一
般
に
世
の
中
の
事
象
と
い
う
も
の
は
、
新
し
い
も
の
が
出
現

し
た
ら
古
い
も
の
が
消
滅
す
る
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
日
本

音
楽
で
は
、
あ
る
伝
統
種
目
か
ら
新
し
い
種
目
が
創
出
さ
れ
て

も
、
古
い
芸
能
は
消
え
る
こ
と
な
く
新
し
い
も
の
と
共
存
す
る

た
め
、
多
種
多
様
な
種
目
が
現
存
す
る
の
で
す
。

　
第
二
は
種
目
の
多
重
構
造
で
す
。
た
と
え
ば
浄じ

ょ
う瑠る

璃り

と
い
う

音
楽
様
式
を
あ
ら
わ
す
種
目
名
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
発
展

過
程
で
他
種
目
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
り
演
奏
す
る
場
面
が
変

わ
っ
た
り
し
て
変
化
を
生
じ
、
新
た
な
流
派
と
な
っ
た
場
合
、

種
目
名
よ
り
そ
の
流
派
名
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
「
長な

が

唄う
た

と
浄
瑠
璃
」
で
は
な
く
「
長
唄
と
常と

き
わ磐
津づ

節ぶ
し

」
な
ど
と
表
現

さ
れ
ま
す
。

　
第
三
は
、
種
目
や
分
野
を
越
え
て
別
種
の
区
分
概
念
が
存
在

す
る
こ
と
で
す
。「
語か

た

り
物も

の

」
と
「
歌う

た

い
物も

の

」、「
劇
場
音
楽
」

と
「
お
座
敷
音
楽
」
な
ど
と
い
っ
た
区
分
が
そ
れ
で
す
。
し
か

も
そ
れ
ら
区
分
も
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
一
つ
の
芸
能
が
ど
ち

ら
の
区
分
に
も
相
当
す
る
多
面
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
第
四
は
、
種
目
そ
れ
ぞ
れ
が
文
学
・
詩
歌
・
演
劇
・
舞
踊
・

民
俗
芸
能
・
宗
教
・
祭さ

い

祀し

な
ど
と
融
合
し
て
総
合
芸
術
化
し
た

も
の
が
多
く
、
種
目
を
検
討
す
る
と
き
音
楽
的
側
面
だ
け
で
は

語
り
き
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
第
五
は
、
音
楽
種
目
と
そ
れ
を
受
容
す
る
層
が
分
か
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
貴
族
・
僧
侶
・
武
士
・
町
人
と
い
っ
た
身
分
階

層
に
よ
っ
て
受
容
す
る
音
楽
が
明
確
に
違
い
、
そ
の
こ
と
が
一

つ
の
芸
能
の
生
成
の
あ
り
方
と
社
会
的
な
位
置
づ
け
を
決
定
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
外
に
も
中
世
や

近
世
と
い
っ
た
時
代
区
分
、
楽
器
ご
と
に
よ
る
音
楽
種
目
の
違

い
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
さ
が
現
代
人
を
日
本
伝
統

音
楽
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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■日本音楽と邦楽

邦
①国家・国土・くに（異邦・連邦・友邦・万邦…）
②自国・わがくに・日本の（邦画・邦文・邦貨…）

日本音楽

邦　楽
同じもの？

・労作歌・祝歌・騒歌
・遊び歌
・寝かせ歌・口説歌

●民謡
●わらべ歌
●子守歌

・梵讃・漢讃
・論議・講式・祭文
・和讃・御詠歌

■本声明
■雑声明
■仏教歌謡

●声明

●平曲

●盲僧琵琶
●普化尺八

●能
●狂言

・左方舞・右方舞
・管絃
・御神楽・東遊・倭歌

・催馬楽・朗詠

■舞楽
■管絃●大陸系音楽

●国風歌舞

●雅楽歌謡

・薩摩琵琶・筑前琵琶●琵琶

・組歌・端歌・長歌

・箏組歌・段物・京物

・端唄・うた沢・小唄

■地歌箏曲
●地歌

●箏曲

●長唄

●三味線歌曲

・金平節・江戸節
・義太夫節
・常磐津・清元・新内

■古浄瑠璃
■人形操り
■歌浄瑠璃

●浄瑠璃

●尺八 ・外曲■三曲

●クラシック

●唱歌・童謡

●歌謡曲

日本人による
　作曲または演奏の作品

伝統音楽

西洋音楽 洋楽

邦楽

対立概念輸入日本音楽
・最広義（日本音楽＝邦楽）
　～最狭義（近世邦楽のみ）
　「邦楽の定義」には諸説　

●邦楽とは…（現状の通念として）
・日本の伝統音楽のうち　主に近世を起源とする…　
　　箏曲・三味線楽・尺八楽の系統　　ただし　民謡など民俗芸能系は除く

●日本音楽の全容

能　楽

雅　楽

近世邦楽

仏教音楽

民俗音楽

声　明

伝
統
音
楽

芸術音楽

教育音楽

大衆音楽

西
洋
音
楽

芸術音楽

時
代
で
変
わ
る
定
義
―
日
本
音
楽
と
邦
楽
の
違
い

　
邦ほ

う

楽が
く

の
「
邦
」
と
は
「
わ
が
国
」
の
意
味
で
す
。
よ
っ
て
邦

楽
も
日
本
音
楽
も
本
来
は
同
じ
は
ず
で
す
。
映
画
で
、
外
国
作

品
を
洋
画
、
日
本
製
を
邦
画
と
い
う
の
と
同
じ
用
法
で
す
。
し

か
し
こ
の
本
の
書
名
を
邦
楽
と
は
せ
ず
、
日
本
音
楽
と
し
て
い

る
の
は
、
そ
れ
ら
の
定
義
が
歴
史
的
経
緯
か
ら
複
雑
に
な
り
、

語
義
の
正
確
性
を
追
求
す
る
と
日
本
音
楽
に
な
る
の
で
す
。

　「
邦
楽
」
と
い
う
用
語
は
、
明
治
の
欧
化
政
策
の
一
端
と
し

て
西
洋
音
楽
が
輸
入
さ
れ
、
そ
れ
ら
「
洋
楽
」
に
対
す
る
対
立

概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が

生
ま
れ
た
当
初
は
「
邦
楽
＝
日
本
音
楽
」
の
定
義
が
成
り
立
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
時
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
、
日
本
人
に
よ
る

洋
楽
形
式
の
作
曲
や
演
奏
な
ど
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
音
楽
も
日
本
音
楽
の
領
域
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
「
邦
楽
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
異
論
が
出
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
音
楽
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
日
本
人
に
よ
る
作
曲
、

演
奏
の
音
楽
す
べ
て
を
「
日
本
音
楽
」
と
規
定
し
、
そ
の
う
ち

の
明
治
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
た
日
本
固
有
の
伝
統
音
楽
だ
け
を

「
邦
楽
」
と
す
る
説
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
明
治
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
も
、
仏
教
の

声し
ょ
う
み
ょ
う

明
や
宮
中
儀ぎ

式し
き

楽が
く

の
雅が

楽が
く

、
叙
事
的
語
り
の
平へ

い
き
ょ
く

曲
な
ど
と
、

三
味
線
音
楽
な
ど
と
は
、
音
楽
性
に
違
い
が
あ
り
一
緒
に
定
義

し
に
く
い
、
と
い
う
説
も
あ
っ
て
各
種
の
「
邦
楽
」
定
義
が
生

ま
れ
ま
す
。

　
現
在
で
は
、「
邦
楽
」
と
い
う
領
域
の
共
通
認
識
は
、
近
世

に
生
ま
れ
た
箏
曲
・
尺
八
・
三
味
線
音
楽
の
系
統
を
総
称
し
た

「
近
世
邦
楽
」
を
指
し
ま
す
。
た
だ
し
、
近
世
邦
楽
で
用
い
ら

れ
る
三
味
線
や
尺
八
、
囃は

や

子し

の
楽
器
を
使
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
民
謡
」
の
類
は
邦
楽
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

津
軽
三
味
線
音
楽
も
邦
楽
に
分
類
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
レ
コ
ー
ド
店
の
音
楽
ソ
フ
ト
の
売
場
な
ど
で
の
「
邦

楽
」
と
は
Ｊジ

ェ
イ‐・

Ｐポ

ッ

プ

Ｏ
Ｐ
な
ど
、
日
本
人
に
よ
る
ロ
ッ
ク
や

Ｐポ

ッ

プ

ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
三
味
線
音
楽

な
ど
を
「
純
邦
楽
」
と
い
う
呼
び
名
で
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
邦
楽
定
義
は
ま
だ
ま
だ
変
化
し
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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■日本音楽の分類

●平曲
●謡曲
●浄瑠璃
●琵琶歌

●雅楽管弦
●箏曲段物
●尺八楽
●下座音楽

●雅楽歌謡
●地歌
●長唄
●三味線歌曲
●箏曲

●85％が声楽

●種目名と流派名

・平曲・地歌・箏曲・長唄・浄瑠璃…………種目名

・義太夫節・常磐津節・清元節・新内節……流派名（本来）　種目名（実質）

・山田流・生田流・琴古流・都山流…………流派名

・梵讃・漢讃
・論議・講式・祭文
・和讃・御詠歌

■本声明
■雑声明
■仏教歌謡

●声明

●平曲
●盲僧琵琶

●能
●狂言

・薩摩琵琶・筑前琵琶●琵琶

・組歌・端歌・長歌
・箏組歌・段物・京物

・端唄・うた沢・小唄

■地歌箏曲
●地歌

●箏曲

●長唄

●三味線歌曲

・金平節・江戸節
・義太夫節
・常磐津・清元・新内

■古浄瑠璃
■人形操り
■歌浄瑠璃

●浄瑠璃

●普化尺八 ・外曲■三曲

近世の音楽

中世の音楽

・左方舞・右方舞
・管絃
・御神楽・東遊・倭歌
・催馬楽・朗詠

■舞楽
■管絃

●大陸系音楽

●国風歌舞
●雅楽歌謡

貴族

僧徒

武士

町人

●時代と受容層で明確な区分

歌い物
声楽

器楽

語り物

伝統音楽

雅　楽古代の音楽

声　明

琵琶楽

能　楽

琵琶楽

箏　曲

三味線楽

尺八楽

受
容
層
が
つ
く
っ
た
音
楽
世
界
―
日
本
音
楽
の
分
類

　
日
本
音
楽
を
分
類
す
る
う
え
で
、
種
目
と
流
派
と
の
関
係
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雅が

楽が
く

、
地じ

歌う
た

、
箏そ

う

曲き
ょ
く、

長な
が

唄う
た

、
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

な
ど
は
種
目
名
で
す
。
義ぎ

太だ

夫ゆ
う

節ぶ
し

や
常と

き
わ磐

津づ

節ぶ
し

、
新し

ん

内な
い

節ぶ
し

は
浄
瑠
璃
と
い
う
種
目
の
な
か
の
流
派
名
で
す
。
し
か
し
そ
れ

ら
流
派
は
派
生
し
た
も
と
の
も
の
に
対
し
て
演
奏
場
面
や
音
楽

性
が
大
き
く
違
う
た
め
に
種
目
と
同
じ
扱
い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
流
派
名
で
も
箏
曲
の
生い

く

田た

流
や
山
田
流
は
、
浄
瑠
璃
の
流

派
ほ
ど
に
独
自
性
が
明
快
で
な
い
た
め
か
、
流
派
の
な
か
の
一

つ
の
名
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
音
楽
は
「
声
楽
」
と
「
器
楽
」
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
声
楽
は
「
語
り
物
」
と
「
歌
い
物
」
と
に
分
か
れ

ま
す
。
日
本
の
伝
統
音
楽
で
は
、
一
般
に
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
声
楽
曲
が
大
半
を
占
め
て
い
て
器
楽
曲
は
わ

ず
か
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
伝
統
音
楽
の
特
性
の
一
つ
で
す
。

　
日
本
音
楽
は
発
生
の
時
代
で
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

古
代
の
雅
楽
、
中
世
の
声し

ょ
う
み
ょ
う
明
、
平
曲
、
能
楽
、
そ
し
て
三
味
線

・
箏
・
尺
八
を
中
心
と
し
た
「
邦
楽
」
の
全
盛
期
で
あ
る
近
世

で
す
。
こ
の
後
に
近
現
代
と
時
代
は
続
き
ま
す
が
、
こ
の
時
期

は
、
洋
楽
の
導
入
期
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
し

い
種
目
の
発
生
す
る
時
期
と
い
う
よ
り
、
近
世
邦
楽
の
近
代
化

と
い
う
「
質
的
な
変
化
」
の
時
期
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時

代
」
は
単
な
る
時
間
的
な
区
分
だ
け
で
は
な
く
、
各
時
代
の
社

会
構
成
に
お
け
る
主
役
が
だ
れ
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
如
実
に

物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
目
の
音
楽
性
に
は
、
社
会
的

に
区
分
さ
れ
た
各
階
層
が
求
め
る
音
楽
的
嗜
好
や
各
階
層
に
お

け
る
音
楽
の
役
割
が
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
国
家
の
成
立
段
階
で
は
渡
来
音
楽
を
日
本
的
に
様
式
化
し
て

儀
式
楽
や
貴
族
の
教
養
の
一い

ち

具ぐ

と
な
っ
た
み
や
び
な
雅
楽
、
戦

乱
の
続
い
た
中
世
武
士
社
会
で
は
疲
弊
か
ら
の
救
い
を
仏
教
に

求
め
る
民
衆
と
、
武
家
社
会
の
諸
行
無
常
を
音
楽
に
投
影
し
た

平
曲
や
能
楽
、
そ
し
て
太
平
の
時
期
に
な
り
「
わ
び
・
さ
び
」

か
ら
劇
場
や
遊
里
に
夢
を
求
め
「
華は

な

・
粋い

き

」
の
文
化
が
ひ
ら
い

た
町
人
社
会
の
近
世
邦
楽
、
実
に
時
代
・
受
容
層
に
連
動
し
た

音
楽
区
分
が
明
確
で
す
。

　「
う
た
（
楽
）
は
世
に
つ
れ
、
世
は
う
た
に
…
…
」
と
い
う

言
葉
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
日
本
音
楽
の
歴
史
で
す
。
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■歌い物と語り物

・器楽に対する声楽の総称 ・口で語る物語やその類型の総称

歌い物 語り物対位概念

詩型

様式特性

種目で変る

意味・定義

本来語義

分類名

代表的種目 ・地歌・箏曲・長唄・三味線小歌曲の類 ・浄瑠璃・薩摩・筑前琵琶・祭文・説経

・音楽が主、歌詞が従　音楽に引きずられる歌詞：音楽 ・音楽面より言語の意味・形式を重視

歌い物　要素 語り物　要素●曖昧な概念差異

●雑声明　　　　　　　　　　　　　　　　・講式
●平曲　　　　　　　　　　　　　　　　　・平曲
●説経節　　　　・歌説経　　　　　　　　　・説経節
●浄瑠璃　　　　・常磐津・清元・新内　　　・義太夫節
●琵琶楽　　　　　　　　　　　　　　　　・盲僧・薩摩・筑前

●雅楽歌謡　　　　・催馬楽・朗詠
●仏教歌謡　　　　・和讃・御詠歌
●地歌　　　　　　・組歌・長歌・端歌　　　　・浄瑠璃物
●長唄　　　　　　・長唄・荻江節　　　　　　・唄浄瑠璃・大薩摩節
●三味線歌曲　　　・端唄・哥沢・小唄
●箏曲　　　　　　・組歌

歌い物音楽

語り物音楽

今様
風流歌垣

御神楽
東　遊 催馬楽

朗　詠

雅楽謡物
　筑紫箏

中世小歌

琵琶

小歌曲

相互影響／融合三味線

物語性

旋律性

抒情性

旋律

●成立経緯

・叙情的→旋律本位
　シラビックなものからメリスマまで幅
広いが　旋律重視で産字（うみじ）中心

・叙事詩体→物語本位
　シラビックな独白部分が中心だが
情景描写ではメリスマ調もある

・歌詞の一字あたりの音価が比較的長く
節回しはなだらかで　言語抑揚よりも
音組織や旋律美に支配される

・歌詞の一字あたりの音価は短いが
節回しは「十二律」の音組織より
も言語抑揚に支配される

・雅楽の世界では歌をともなう曲の総称
で　歌物・哥物・謡物・唱物と表記さ
れる　逆に歌のないのは曲物（ごくのもの）
・明治時代の「歌謡」は歌い物と同じ用法
・地歌や箏曲で「歌物」といえば声楽本
位の曲をいい「手事物（器楽）」の対位
の概念　「謡物」は謡曲がかりの曲　

・最古のものは語部（かたりべ）が語る
神話・伝説の類で音楽性はない
・同じ語りでも講談など音楽化して
いないものは「吟誦混じり朗読」
・能楽の語りは吟誦による独白表現
・平曲はシラコエの吟誦と「引き句」
という朗誦と詠唱の混用

説経節
歌祭文

声明 盲僧琵琶

歌浄瑠璃

地歌 長唄
箏曲

講式 平曲 浄瑠璃かたり

うた

日
本
音
楽
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
―
歌
い
物
と
語
り
物

　
天あ

ま
の
い
わ
と

岩
戸
神
話
や
田た

植う
え

歌う
た

で
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
に
は
昔
か

ら
祭さ

い

祀し

や
労
働
の
際
に
フ
シ
を
つ
け
て
う
た
う
習
俗
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
文
字
の
な
い
時
代
に
、
昔
語
り
や
説
話

な
ど
を
語
り
伝
え
た
「
語か

た
り
べ部

」
も
、
旋
律
ら
し
き
も
の
に
の
せ

た
一
種
の
歌
謡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
が
て
、
各
時
代
に
生
ま
れ
た
音
楽
様
式
や
旋
律
、
楽
器
の

持
ち
味
な
ど
を
巧
み
に
取
り
入
れ
な
が
ら
「
歌
い
物
」
と
「
語

り
物
」
と
い
う
系
統
区
分
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
源
流
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
歌
い
物
・
語
り
物
と

い
う
概
念
は
、
主
に
近
世
邦
楽
の
分
類
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
歌
い
物
の
代
表
種
目
は
「
地じ

歌う
た

・
箏
曲
・
長
唄
・
三
味
線
小

歌
曲
」
で
あ
り
、
語
り
物
は
「
浄
瑠
璃
、
歌う

た

祭さ
い

文も
ん

・
説せ

っ
き
ょ
う
ぶ
し

経
節
・

琵
琶
楽
」
と
い
っ
た
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
歌
い
物
と
語
り
物
の
概
要
や
差
異
は
左
頁
の
対
比
表
の
と
お

り
で
す
。
両
者
の
違
い
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
音
楽
と
歌
詞

の
ど
ち
ら
が
主
導
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
歌
い
物
は
洋
楽
の
歌
曲
に
近
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
反
対
に
語
り
物
は
多
く
が
朗
読
に
も
似
た
も

の
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
す
べ
て
の
声
楽
曲
が
、
こ
れ
ら
二
系
統
に
明
確
に
分

類
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
語
り
物
で
あ
る
浄
瑠
璃
で

も
、
歌
い
物
的
要
素
が
濃
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
義
太
夫
節
が

そ
の
典
型
で
す
が
、
ほ
か
に
も
新
内
節
や
清
元
節
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
同
様
に
歌
い
物
の
代
表
格
で
あ
る
長
唄
で
も
、
大お

お

薩ざ
つ

摩ま

節ぶ
し

の
よ
う
な
語
り
物
か
ら
き
た
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
曲
の
な
か
に
両
者
が
混
在
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
義
太
夫
節
の
サ
ワ
リ
や
そ
の
他
の
浄
瑠
璃
の
ク
ド
キ
な
ど
は
、

語
り
物
の
な
か
に
あ
る
歌
い
物
的
要
素
で
す
。
む
し
ろ
両
者
を

交
差
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
り
や
歌
そ
れ
ぞ
れ
を
際
立
た
せ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
間
的
あ
る
い
は
共
存

的
な
も
の
の
存
在
が
あ
る
か
ら
歌
い
物
・
語
り
物
の
概
念
区
分

は
無
用
で
あ
る
、
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
生
成
の
系
統
と
し
て
明

確
な
差
異
が
あ
り
ま
す
し
、
音
楽
的
な
立
地
は
動
か
し
難
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
二
つ
の
区
分
概
念
は
重
要
な

の
で
す
。
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■芸能と日本音楽

音楽

演劇舞踊

劇舞

楽劇歌劇

歌囃子

舞
振

台詞
動作

●芸能と二人三脚の邦楽

・雅楽…舞楽
・地歌…舞踊
・謡曲…能
・義太夫…人形劇
・常磐津・清元…歌舞伎
・長唄…歌舞伎

●邦楽の理解
・何のための音楽
・関連する芸能
　の理解が必要

●近世邦楽を育んだ「二大悪所」

●「悪所（あくしょ）」＝仏教でいう「地獄」の意味
　誘惑に負け　刻苦勉励を忘れ散財する地獄

総合芸術

劇場

音楽の視覚化純音楽

遊里 二大悪所

劇場音楽お座敷音楽

♪音楽の独立性

華麗・勇壮・劇的優美・粋・情念

舞台・役者酒宴・遊女

対立概念

・浄瑠璃…
・長唄……

・地歌
・三味線歌曲種目

媒介

性格

世界

・新内節・宮園節
・荻江節

例外

雅　楽

能　楽

貴族

武士

宮廷楽・儀式楽

芸術 式楽勧進興行大道芸

歌舞伎

浄瑠璃
祭事　　　　　大道芸　　　　劇場化・座敷化　　商業化・大衆化　町人

・受容者（パトロン・特定少数）

・受容者（有料入場者・不特定多数）

・訴求（芸術性・荘厳性）

・訴求（娯楽性・流行性）

●音楽場面と受容性

古代　　　　中世　　　　　　近世　　　　　　近現代時代

悪
所
が
育
ん
だ
近
世
邦
楽
―
芸
能
と
日
本
音
楽

　
日
本
の
音
楽
の
ほ
と
ん
ど
は
、
時
代
ご
と
の
演
劇
や
舞
踊
な

ど
と
い
っ
た
芸
能
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
本
書
で
も
歌か

舞ぶ

伎き

や
人
形
浄じ

ょ
う瑠る

璃り

な
ど
の
頁
で
芸
能
的

な
記
述
が
多
い
の
は
、
音
楽
を
そ
れ
ら
と
切
り
離
し
て
説
明
す

る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
ら
芸
能
は
、は
じ
め
は
民
衆
が
参
加
し
た
祭
祀
や
民
俗
的

行
事
と
い
っ
た
場
面
に
あ
り
ま
し
た
が
、
中
世
に
な
る
と
特
定

の
音
楽
や
芸
能
は
貴
族
や
武
家
な
ど
の
少
数
の
パ
ト
ロ
ン
か
ら

庇ひ

護ご

を
受
け
な
が
ら
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
庇
護
を

受
け
た
芸
能
や
音
楽
は
、
パ
ト
ロ
ン
た
ち
が
共
有
す
る
美
意
識

や
嗜し

好こ
う

を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
芸
術
性
の
深
耕
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
一
般
民
衆
の
音
楽
は
、
近
世
に
な
っ
て
舞
台
芸
能
と

し
て
大
成
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は
基
本
的
に
木き

戸ど

銭せ
ん

（
観

覧
料
）
を
と
る
興
行
形
式
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
大
衆
が
好
む
も
の
が
人
気
を
得
て
、
好
ま
れ

な
い
も
の
は
消
え
去
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
の
世
で
も
「
民
衆
」
は
幅
広
い
受
容
層
で
あ
る
か
わ
り

に
移
り
気
で
も
あ
り
ま
す
。
近
世
は
、
民
衆
が
芸
能
の
多
様
化

を
促
し
、
そ
れ
が
新
種
目
の
発
生
と
廃
絶
と
い
う
新
陳
代
謝
を

起
こ
さ
せ
た
時
代
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ら
の
温
床
は
「
二
大
悪あ

く

所し
ょ

」
と
い
わ
れ
た
劇
場
と
遊ゆ

う

里り

で
し
た
。
劇
場
の
出
し
物
に
触
発
さ
れ
た
心し

ん

中じ
ゅ
う事

件
、
役
者
と

の
不
義
密
通
、
世せ

話わ

物も
の

で
の
体
制
批
判
は
幕
府
を
刺
激
し
、
遊

里
の
魔
力
に
溺
れ
て
身
を
滅
ぼ
す
町
人
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
二
大
悪
所
は
庶
民
に
と
っ
て
禁
断
の
魅
力
が
あ
る
歓
楽
場
所

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
音
楽
が
不
可
欠
の
世
界
で
す
の
で
、
両
所

か
ら
数
多
く
の
歌か

舞ぶ

音お
ん

曲ぎ
ょ
くが

産
み
出
さ
れ
ま
す
。

　
舞
台
芸
能
か
ら
は
長
唄
や
浄
瑠
璃
な
ど
の
「
劇
場
音
楽
」
が

生
ま
れ
、
遊
里
で
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
地じ

歌う
た

や
、
端は

唄う
た

な
ど

の
三
味
線
小
歌
曲
に
よ
っ
て
「
お
座
敷
音
楽
」（
非
劇
場
音
楽
と

も
）
を
形
成
し
ま
す
。

　
も
っ
と
も
こ
れ
ら
に
も
中
間
的
な
存
在
が
多
く
、
劇
場
音
楽

の
浄
瑠
璃
の
流
派
で
あ
る
新し

ん

内な
い

節ぶ
し

な
ど
は
、
そ
の
後
「
流な

が

し
」

の
源
流
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
遊
里
に
な
じ
ん
だ
音
楽
に
、
ま
た

長
唄
で
も
荻お

ぎ

江え

節ぶ
し

な
ど
は
舞
台
で
は
な
く
お
座
敷
が
そ
の
活
躍

の
場
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
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■うた・歌・唄・哥

●まぎらわしい「唄」と「歌」の用法

江戸長唄 江戸長歌

地　謡 地　歌

唄浄瑠璃 歌浄瑠璃

小　唄 小　歌

端　唄 端　歌

馬子唄 労作歌

長　唄 長　歌

「長唄」の初期の名称 「長唄」の上方での呼名

能の謡曲その合唱団 三味線音楽の種目名

浄瑠璃の曲節をもつ「長唄」 人形劇から離脱の浄瑠璃

長歌に比べ短い歌・小歌謡

民謡の種目名 民謡の分類名

三味線小歌曲
の種目名

地歌の分類項目名
歌舞伎音楽

●うたの語源
　「うた」→「打ちあう」（手拍子を打つ）
　　　　→「うったう」（情感を訴える）

●どれもこれも「うた」

歌謡 謡う歌（音楽性）　詞＋旋律

和歌 読む歌（文学性）　音数律

●二つの「うた」

歌

謡
謳

哥
唄

実際にうたわれる歌　楽器にあわせてうたう歌　　　神楽歌・今様歌・地歌・小歌

斉唱でうたう歌　無伴奏でうたうもの　　　　　　　謳歌　

能楽の声楽部分と合唱集団　無伴奏（中国的な用法）　謡曲・地謡・民謡

声明の曲名・分類用語　　江戸系三味線曲の呼称　　梵唄・唄匿　・小唄・長唄

能の小段名　古代には「歌」と同義　　　　　　　　上げ哥・下げ哥　・哥沢

声曲

音曲
歌曲

謡物
歌物

歌い物
曲物

古代～中世の「うたう」ことを意味する
用語　現代は声をそろえ褒め称える意謳歌

おうか

明治以降に「謳歌」に代わり「うたう」こ
との用語に　韻文形式の作品の意味も歌謡

かよう

声高らかに引き伸ばしや節回しに音高
音価など音楽的組織法則をもつ歌唱法　朗誦

ろうしょう

音楽的形式はないが節回しや音節の引
き伸ばしのあるもの　詩吟や吟詠に吟唱

ぎんしょう

おんぎょく

かきょく

せいぎょく

うたもの

うたいもの

うたいもの

ごくのもの

本来は音楽　歌に対し器楽
音楽的技巧や変化をもつ歌
近世三味線楽での声楽曲

地歌で手事（器楽）の対位語
地歌の分類用語（謡曲出典）
「語り物」音楽の対位概念
雅楽で声楽に対し器楽曲を

●「うたう」表現 ●「うた」の類語

多
様
な「
う
た
」
の
世
界
―
う
た
・
歌
・
唄
・
哥
…
…

　
昔
か
ら
「
う
た
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
旋
律
を
と
も
な
っ
て
「
う
た
う
歌
」
と
、
文
芸
的
な
詩
形

を
も
っ
た
「
よ
む
歌
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
前
者
を
「
歌か

謡よ
う

」、
後
者
を
「
和わ

歌か

」
と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
中
世
に
は
今い

ま

様よ
う

の
よ
う
に
、
和
歌
を
歌
詞
に
し
て
う
た
う
歌
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
日
本
音
楽
は
う
た
の
世
界
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
多
種
の
「
う
た
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
か
「
う
た
」
に
あ
て
る
文
字
も
、
左
頁
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
中
国
の
『
詩し

経き
ょ
う

』（
魏ぎ

風ふ
う

）
に
「
曲
ノ
楽
ニ
合
ス

ル
ヲ
歌
ト
イ
ヒ
、
徒
歌
ヲ
謡
ト
イ
フ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
楽
器
に
合
わ
せ
て
う
た
う
の
は
「
歌
」、
楽
器
（
伴
奏
）
な

し
に
う
た
う
、
徒い

た
ず
ら
う
た

歌
（「
す
う
た
」
と
も
）
の
よ
う
な
も
の
を

「
謡
」（
ま
た
は
「
謳
」）
と
区
別
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　「
唄
」
は
本
来
、
梵ぼ

ん

唄ば
い

や
如に

ょ

来ら
い

唄ば
い

な
ど
声し

ょ
う
み
ょ
う

明
の
一
種
で
、
一

字
一
字
を
長
く
ひ
い
て
ユ
リ
な
ど
の
節
を
多
く
つ
け
て
唱
え
る

声
楽
の
用
語
で
す
。
日
本
の
う
た
に
は
、
こ
れ
ら
各
種
の
う
た

の
文
字
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
と
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、

気
を
つ
け
な
い
と
、
と
ん
で
も
な
い
意
味
の
間
違
い
を
お
か
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
左
頁
に
そ
の
例
を
あ
げ
ま
し
た
が
、「
な
が
う
た
」「
は
う

た
」
な
ど
は
、
同
じ
呼
び
方
で
も
「
歌
」
と
「
唄
」
で
は
、
ま

っ
た
く
別
な
種
目
の
「
う
た
」
を
意
味
し
ま
す
。
明
確
な
法
則

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
系
の
う
た
で
は

「
唄
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
上か

み

方が
た

系
は
「
歌
」
を
使
う
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　「
歌
」
と
「
唄
」
の
用
法
は
、
民
謡
の
世
界
で
は
さ
ら
に
混

乱
し
て
い
ま
す
。
民
謡
が
研
究
の
対
象
と
な
る
の
は
明
治
以
降

で
す
が
、
同
じ
種
類
の
う
た
で
も
学
者
に
よ
っ
て
用
い
る
文
字

が
違
っ
て
い
ま
す
が
（
た
と
え
ば
稲
刈
歌
・
稲
刈
唄
）、
現
在
は

ど
ち
ら
も
が
通
用
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
歌
・
唄
同
様
に
、「
音
曲
」・「
声
曲
」・「
歌
曲
」
な
ど
、「
う

た
」
や
音
楽
概
念
を
あ
ら
わ
す
用
語
に
も
、
わ
ず
か
な
差
異
が

あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
共
通
性
を
も
つ
、
ま
ぎ

ら
わ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
実
は
、
日
本
音
楽
が
永
い
時

代
を
経
て
生
成
さ
れ
て
き
た
あ
か
し
で
す
。
多
少
の
混
乱
は
致

し
方
な
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
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